









































笠 原 俊 彦
要 約
ヴェーバーは､ 経験科学がなしうる ｢価値判断の批判｣ として､ 五つをあげる｡  所与
の目的に対する手段の適合性の批判､  手段の適合性の確認にもとづく目的の実践的意味
の批判､  随伴的結果の確認にもとづく意図的行為の批判､  価値とこの基礎としての理
念との確認､  価値と理念との内的無矛盾性の批判､ がこれである｡ ヴェーバーによれば､
経験科学は､ このような批判によって､ 行為者に対し､ かれが首尾一貫するためには如何な
る価値基準にもとづいて如何に行動せざるをえないかを自省する手助けをすることができる｡




は､ ここでは､ とりあえず､ 人間の意図的な行



















































































































































































































結果の確認は､ この結果が､ どのように､ どの
程度生じうるか､ の確認を含むであろう｡ そし





























この場合､ ヴェーバーが ｢技術的批判｣ とい
・・・








｢技術的批判｣ は､ 手段の批判のみならず､ 目
的の批判をも含むのである｡
われわれは､ ヴェーバーのいう ｢技術的批判｣
が､ 広い意味での､ いわゆる目的論 (
)
に相当することに注意しておくべきであろう｡








































































































している ｢諸目的｣ を､ われわれは､ むしろ､
｢諸価値 ()｣ と呼び､ 行為者がこのなか










































































ない｡ それは､ さらに､ かれが意欲する諸価値
の実現行為によって作用することとなる､ かれ
にとって望ましい他の価値､ 望ましくない他の

















































































さて､ ヴェーバーは､ かれのいわゆる ｢技術




能とするだけではない｡ それは､ さらに､ とり
わけ､ これらを批判的に 『判断する』 (
》《 ) ことを教えるものでもありう
るであろう｡ ここにいう批判 (＝批判的に 『判
・・・・・・・
断する』 こと 笠原) は､ もちろん､ 単に弁
証法的性格 () のみを





















よる価値判断の処理｣ が ｢技術的批判｣ を意味
すること､ そして､ また､ ここにいう ｢諸々の
理想｣ が､ かれがこれまでに述べてきた､ そし
てここでも述べている､ ｢諸々の理念｣ と同じ
ものであることは､ いうまでもなく明らかであ
ろう｡ かれは､ ここでは､ 歴史的に与えられた
ものとしての行為者の諸価値､ そしてこの基礎
としての諸理念について､ これらを ｢理解し追
体験すること｣ だけでなく､ これらを ｢批判的





















も含めるとき､ われわれが ｢技術的批判｣ の第
四のものとして述べてきた部分に相当するであ
ろう｡ そして､ ヴェーバーは､ これに続いて､
ここでは､ さらに､ ｢技術的批判｣ の第五のも
のとして､ 歴史的に与えられている行為者の諸



































































ズ ム の 倫 理 と 資 本 主 義 の 精 神 (
	
		













その後､ この基礎は､ 次第に､ 功利主義にとっ
て代わられることとなったのである｡
このことについては､ 次を参照のこと｡
笠原俊彦著 『企業の営利と倫理 Ｍ. ヴェー
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